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計
画
）
を
策
定
し
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

二
十
三
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
介
護
保
険

料
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
上
で
の
重

要
な
財
源
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
の
政
令
に
従
い
、
平
成
二
十
年
度
の
保

険
料
段
階
の
う
ち
第
四
段
階
に
つ
い
て

新
た
な
区
分
を
設
け
、
低
所
得
者
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

②
平
成
二
十
年
度
の
第
五
段
階
に
つ
い
て

　

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
介

護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
浸
透
し
て
き

ま
し
た
が
、
給
付
費
は
年
々
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
は
今
後
も
増
え
続
け
、
団
塊

の
世
代
が
す
べ
て
高
齢
期
と
な
る
平
成
二

十
七
年
に
は
、
高
齢
化
率
は　

・
３
％
ま
で

25

上
昇
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
制
度
の
安
定
的
確
保
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
三
年
ご
と
に
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
、
制
度
の
改
正
に

伴
い
本
市
で
は
、
あ
ら
た
に
「
芦
屋
す
こ
や

か
長
寿
プ
ラ
ン　

」（
第
五
次
芦
屋
市
高
齢

２１

者
福
祉
計
画
及
び
第
四
期
介
護
保
険
事
業

前
に
生
ま
れ
た
か
た
）
を
現
在
受
給
し

て
い
る
か
た
。

④
芦
屋
市
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
等
福
祉

給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
。

⑤
前
年
の
年
間
収
入
金
額
が
、
百
五
十
万

円
以
下（
保
険
料
段
階
が
第
二
・
三
段

階
）の
か
た
。

※
減
免
を
受
け
る
場
合
は
、
介
護
保
険
料

　

災
害
や
失
業
、
ま
た
は
低
所
得
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
事
情
が
生
じ
た
か
た
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
か
た
は
、
下

表
を
確
認
の
上
、
介
護
保
険
担
当
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

①
今
年
度
中
の
災
害
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財

に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
か
た
。

②
保
険
料
段
階
が
、
第
四
か
ら
第
九
段
階
で
、

世
帯
主
の
死
亡
も
し
く
は
心
身
に
重
大

な
障
が
い
を
受
け
た
り
、
長
期
入
院
や
失

業
な
ど
に
よ
り
、あ
な
た
や
ご
家
族
の
所

得
が
前
年
に
比
べ
て
大
幅
に
減
少
す

る
か
た
。

③
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
、
老
齢

福
祉
年
金
（
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以

も
、
新
五
段
階
、
新
六
段
階
の
二
つ
の
区

分
に
分
け
、
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
平
成
二
十
年
度
の
第
七
段
階
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
合
計
所
得
金
額
六
百
万
円
以

上
の
か
た
を
対
象
と
し
た
段
階
を
設
け
、

所
得
に
応
じ
た
多
段
階
設

定
を
行
い
ま
す
。

④
介
護
保
険
料
の
基
準
額
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

度
と
同
額
で
月
額
四
千
四

百
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

減
免
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
納
期

　

限
の
七
日
前
ま
で

　

に
介
護
保
険
担
当

　

へ
。

※
減
免
の
詳
細
お
よ

　

び
手
続
き
は
、
介

　

護
保
険
担
当
へ

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　保険料の設定にあたっては、計画
の基礎となる人口や要介護認定者
数の推計から見込まれる事業費と、
介護給付費準備基金の全額を取り
崩すことにより算定しています。
　また、制度改正により介護報酬が
増額（３％）されましたが、国から交
付された「介護従事者処遇改善臨時
特例交付金」により保険料軽減を
行った結果、保険料基準額は�����
円（改定前�����円）となります。
　所得段階別の介護保険料は、本人
や家族の所得等に応じて、左表のと
おり算定しています。
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き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
な
ど
、高
齢

者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
各
種
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
お
よ
び
活
動
機
会
を
充
実

し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
分
野
か
ら
み
た
生
き
が
い

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、健
康
づ
く
り
・
社
会

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
福
祉
な
ど
、各
分

野
で
実
施
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
が
効
果

的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、庁
内
に
生
き
が

い
づ
く
り
に
関
係
す
る
事
業
等
を
調
整
す

る
チ
ー
ム
等
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

■
高
齢
者
バ
ス
運
賃
助
成
事
業
、高
齢
者
生

�
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�
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�
�
�
	


�
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■
老
人
ク
ラ
ブ
・
あ
し
や
Ｙ
Ｏ
倶
楽
部
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
活
動
支
援

や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、「
あ
し
や
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
」に
よ
る
市
民
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
提
供
を
強
化
し

ま
す
。ま
た
、芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
・
芦
屋
川

カ
レ
ッ
ジ
大
学
院
・
公
民
館
講
座
や
講
演

会
な
ど
、多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
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■
権
利
擁
護
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
窓

口
を
充
実
し
ま
す
。ま
た
、「
芦
屋
市
高
齢

者
権
利
擁
護
委
員
会
」に
よ
る
活
動
や
、

「（
仮
称
）権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
な
ど
、権
利
擁
護
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
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■
講
演
会
や
講
習
会
の
開
催
、広
報
紙
に
よ
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■
市
内
六
カ
所
に
整
備
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
や
、広
報

活
動
を
強
化
し
ま
す
。セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、総
合
相
談
支
援
事
業
・
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
連
携
の
強
化
と
介

護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

■「
芦
屋
市
地
域
発
信
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
地
域
ケ
ア
体
制
の
核
と
し
て
位
置
づ

け
、地
域
の
社
会
資
源
や
福
祉
ニ
ー
ズ
の

把
握
、市
民
・
関
係
機
関
へ
の
啓
発
・
連
携

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
高
齢
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
や
、老
人
ク
ラ
ブ

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
に
よ
る
見
守

り
活
動
、幅
広
い
分
野
で
の
情
報
の
共
有

な
ど
、高
齢
者
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整

備
し
ま
す
。
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る
情
報
提
供
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

等
に
よ
る
普
及
啓
発
を
充
実
し
、認
知
症

に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
実
施

や「
気
づ
き
シ
ー
ト
」の
普
及
な
ど，
認
知

症
高
齢
者
や
介
護
家
族
を
支
援
す
る�
人

づ
く
り�
を
進
め
ま
す
。
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■
身
近
な
地
域
や
居
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
進
め
ま
す
。
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■
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
廃
止
や
要
介

護
等
認
定
者
数
の
増
加
、住
み
替
え

ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、市
内
に
お
け
る

施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
を
充

実
し
ま
す
。
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